甲種防火管理［再］講習の概要について
☆甲種防火管理再講習とは☆
甲種防火管理講習は、①初めて受ける方に対して行う新規講習と、②新規講習を修了した方に対して行う再講習に区分され、比較的大規模で高度な防火管理が求められる防火対象物の防火管理者には、5年以内ごとに再講習を受講することが義務付けられています。

☆講習の内容・時間は☆
再講習の内容は、①防火管理に関する法令の改正の概要に関すること②火災事例等の研究に関することとされ、講習時間はおおむね2時間です。

☆受講義務のある防火管理者は☆
劇場、飲食店、店舗、ホテル、病院などの不特定多数の人が出入する建物（特定用途防火対象物）のうち、収容人員（消防法令に基づいて算出）が300人以上である甲種防火対象物の防火管理者に選任されている方が対象になります。

☆受講の期限は☆
○　防火管理者として選任された日の４年前までに甲種防火管理新規講習または甲種防火管理再講習を修了している方は、選任された日から１年以内に受講しなければなりません。
○　防火管理者として選任された日から４年以内に甲種防火管理新規講習または甲種防火管理再講習を修了している方は、新規講習または再講習の修了の日以後における最初の４月１日から５年以内に再講習を受講しなければなりません。
☆期限内に受講しなかったら☆
期限内に受講しなかった場合、その時点から当該防火対象物は防火管理者が選任されていない状態となります。
防火対象物定期点検報告の特例認定を受けている防火対象物については、認定が取消しになります。
